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色付きMosaic Matrixによる高次元データの可視化

小林 弘明 三末 和男 田中 二郎∗

概要. 画面領域の pixel数には限界があるため，各可視化手法で概観表示できる次元数には限界がある．
よって次元の数が非常に多い高次元データの概観や，その特徴や傾向を把握することは難しい問題である.

そこで限られた描画領域で高次元データの概観を閲覧するため，本研究ではMosaic Matrixをカテゴリ別
に色付けする手法を提案する．また量的データのカテゴリ分割手法を工夫することで，狭い描画領域内で
効果的にデータを表示することを目指す．本研究では提案手法と既存手法である Scatterplot Matrixとを
比較評価することで，提案手法の有効性と表現の限界について考察する．

1 はじめに

多次元データの代表的な可視化手法としては，Par-
allel Coordinates Plot[1]や Scatterplot Matrix[2]
などが挙げられる．しかし画面領域のpixel数は限ら
れているため，各可視化手法で概観表示できる次元
数には限界がある．その限界を超えた次元数のデー
タは概観の表示ができず，Shneiderman が提唱し
た Visual Information-Seeking Mantra[3] に沿っ
たデータ分析ができない. よって次元の数が非常に
多い高次元データの概観や，その特徴や傾向を把握
することは難しい問題である.
本研究の目的は，30次元以上の高次元データを

対象に，その概観を一般的な大きさの画面領域内
で閲覧可能にすることである．そのための視覚的表
現手法として，Mosaic Matrix[4, Chapter4]を拡
張し，カテゴリ別に色付けする手法を提案する．配
色手法やカテゴリ分割手法によって可視化結果が変
化するため，本研究では複数の配色や分割手法に対
して評価を行う．さらに提案手法と既存手法である
Scatterplot Matrixとを比較評価することで，提案
手法の有効性について考察する．

2 色付きMosaic Matrix

2.1 Mosaic PlotとMosaic Matrix

Mosaic Plotは 100％積み上げ棒グラフを拡張し
た，空間充填型のカテゴリデータ可視化手法である．
Mosaic Plotの各矩形の幅と高さを，各軸に割り当
てた次元のカテゴリ比率によって決定する．これに
よりデータ量が多いカテゴリに該当する矩形ほど，
その面積は大きくなる．Mosaic Plotでは複数のレ
コードを 1個の矩形として表現することが可能であ
るため，狭い画面領域での可視化に向いている．
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図 1. 色付きMosaic Matrixの描画例

Mosaic Matrixは多次元データを可視化するため
のMosaic Plotの拡張である．Mosaic PlotのX,Y
軸に 2次元を割り当てて，全次元の組み合わせに対
するMosaic Plotを作成して行列状に配置する．

2.2 カテゴリ毎の色付け

Mosaic Matrixは原理的には何次元でも表現でき
るが，実際には描画領域に応じた限界がある．よっ
て，数十次元のデータを行列状に配置すると可読性
が低下してしまう．そこで高次元Matrix内での可
読性向上のため，Mosaic Plotの色付けを工夫する．
提案手法では，Mosaic Plotの各軸のカテゴリ毎

に色付け規則を設定し，それに従って矩形の色を決
定する．このとき，データの偏りや次元間の相関の
強さを色で把握できるような色付けを行う．例えば
図 1,2は，左下と右上が緑，左上と右下が紫，その
他の部分が白となるように色付け規則を設定した．



WISS 2012

図 2. 各対角線上の矩形
が共通の色となる色
付きMosaic Plot

図 3. Y軸カテゴリに色
相を割り当てた色付
きMosaic Plot

2.3 カテゴリ分割手法

量的データをMosaic Plotで可視化する場合，先
にデータをカテゴリデータに変換する必要がある．
その際のカテゴリ分割手法や分割数によっては，デー
タの可読性などにも影響する．よって本研究ではカ
テゴリ分割手法として，最大値と最小値の間を等幅
に分割する手法と，平均値をカテゴリの中心として
標準偏差で分割幅を決定する手法を採用した．また
各分割手法において，複数の分割数を採用した．

3 比較評価

気象庁ホームページ内 [5]から 5都市の 1年間の
気象データを取得し，色付きMosaic Matrix及び
Scatterplot Matrixを用いて可視化した．データの
次元数は 37次元で，レコード数は 1830である．図
1は提案手法による可視化例であり，これを元に比
較評価を行った．

3.1 色付けに関する評価

図 2のような色付けにより，相関の強さと正負を
色の割合で知ることができた．例えば次元同士が強
い正の相関を示すMosaic Plotは緑，強い負の相関
を示すMosaic Plotは紫が多く見えた．また相関が
弱いMosaic Plotでは，緑と紫の両色が同程度現れ
た．一方でデータが偏った次元があると，弱い相関の
Mosaic Plotが強い相関の色に見える場合もあった．
図 3のように Y軸に色相を割り当てて可視化す

ることで，Y軸に割り当てられた次元のデータの偏
りを把握することができた．またこの色付け規則は，
文字データに対しても効果的であった．しかし小さ
な描画領域に大量の色相を割り当てた場合，偏りの
少ない次元では色の区別が難しくなってしまった．

3.2 カテゴリ分割に関する評価

まず最大,最小値による分割の利点としては，値
の偏りに関して誤解が少なく，直感的にデータを読
み取れる点が挙げられる．しかし外れ値が分割の幅
に影響してしまい，カテゴリが偏ってしまう次元も
確認された．一方で平均と標準偏差による分割は，

外れ値の影響を受けずに分割を設定可能であった．
カテゴリ分割数については，5分割と 10分割の 2

種類について比較した．行列状に表示して両手法を
比較したところ，狭い描画領域では分割数が少ない
方が色を認識しやすいことが分かった．一方で分割
数が減るとカテゴリの幅が広くなるため，データの
詳細な分布が見えなくなってしまった．

3.3 Scatterplot Matrixとの比較

Scatterplotはデータ分布を点の位置で表現する
ため，相関やデータの偏りを直感的に理解しやすい．
しかし 1点が 1レコードを表現するため，描画領域
が狭くなると可読性が低下してしまう．
提案手法では色でデータの概観を表現するため，

描画領域が狭くても可読性を維持することが可能で
ある．また色付け規則を切り替えることで，相関や
データの偏りを見ることができる．一方で 3.1節で
述べたように，データの偏りによっては誤読を招く
色表現になる場合もあった．しかしこれはカテゴリ
分割手法を改善することで，ある程度解消できる問
題であると考えられる．

4 まとめ

本研究では，データの偏りや次元間の相関といっ
たデータの特徴を色で把握することが可能な，色付
きMosaic Matrixを提案した．本手法により，既存
手法では難しかった高次元データの概観が閲覧でき
るようになった．一方で Scatterplot Matrixと比べ
て読解が難しい部分もあるため，今後は直感的によ
り理解しやすい視覚的表現となるよう工夫する．
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